
新たなミュージアムに関するWEBアンケート集計結果 概要版

１．調査概要

２．調査結果概要

重要だと思う機能

「収集保存」(38.8%)と「教育普及」（35.8％）の回答比率が高く、次いで「調
査研究」「展示公開」「交流創出」「人材育成」が25％前後で並ぶ。「資料修復」と
「地域貢献」は20％弱でやや低い。

「収集保存」は「５０歳代以上」「男性」の回答比率が高く、「教育普及」は「４０歳
以下」「女性」「子どものいる」人で高い。

「収集保存」は、博物館・美術館や文化芸術に関心のない層の回答比率も高い。

あるとよいと思う
プログラム

「自分のペースで鑑賞できるプログラム」（42.6％）「体験型のプログラム」
（39.1％）の回答比率が最も高い。

「体験型のプログラム」の回答比率は年齢・性別を問わず高く、子どもの有無では子ども
のいる人が高い。

博物館・美術館・文化芸術に対する関心の有無等により違いがある。

あるとよいと思う
交流の機会

「体験の共有や世代を超えた交流」※の回答比率が、年齢や博物館・美術館・文化
芸術に対する関心の有無、博物館・美術館の利用頻度、普段から行っている活動
の有無に関わらず高い。

「子育て世代同士の交流」や「制作体験」は女性、「体験の共有や世代を超えた交
流」は男性の回答比率が高い。また子どもの有無や子どもの年齢により違いが見られる。

※ 「展示物に触れるなど、様々な体験・体感の機会を他の鑑賞者と共有できる機会」42.8％、「地域の郷土
史や生活習慣等を地域の人や研究会の方々から子供をはじめとした様々な世代に伝え、ともに学ぶことが
できる機会」35.4％

活動に
力を入れるべき
対象年齢層

「中高生」（50.8％）が最も高く、次いで「小学生」（45.0％）。「若者」
（38.9％）や「大人」（40.9％）も比較的高い。「高齢者」（27.6％）や「未就
学児」（15.5％）はやや低い。

回答者自身や回答者の子どもの年齢と回答が近い傾向がある。

男女で回答比率に大きな違いはないが、女性は「未就学児」の回答比率が高い。

「小学生」「中高生」の回答比率は、博物館・美術館・文化芸術に対する関心や普段
から行っている活動の有無に関わらず高く、また、博物館・美術館の利用頻度の高い人
で高い。

活動や育成支援
に力を入れるべき
対象

「文化財やその継承に関心がある人たち」（44.8％）や「地域や社会に貢献してみ
たいと考える人たち」（42.1％）「若手アーティストやアーティストを目指す人たち」
（39.0％）といった、意欲や関心のある市民の育成や活動支援をすべきという回
答が多い。

修復作業に携わる人（22.6％）、ミュージアム活動に参加するボランティア
（22.1％）、学芸員や運営スタッフ（14.9％）は比較的低い。

回答者の年齢や子どもの有無や年齢により力を入れるべきと考える対象に違いがある。

性別や博物館・美術館・文化芸術に対する関心の有無等による大きな違いは見られ
ない。

① 調査目的：「（仮称）新たなミュージアムに関する基本計
画」の策定に向けて、幅広い市民の意見を収集・整理・分析
し、計画に反映させることを目的とする。

② 調査方法：インターネットによるアンケート

③ 実施期間：令和５年11月１日(水)～11月14日(火)

④ 回答者数：1,635人

取組むべき
地域・社会貢献

「歴史や文化を活用したまちづくり」（43.1％）の回答比率が最も高く、次いで「地
域の魅力の発信」（39.3％）。

回答者の属性、博物館・美術館・文化芸術に対する関心の有無等により違いがある。

• 「地域の魅力の発信」「地域の自然や環境保全活動」「歴史文化を活用したまちづくり」は年齢が高く
なるほど回答比率が高い。

• 「地域のにぎわいづくり」「アートを活用したまちづくり」「社会問題や地域課題の解決」「地域経済への貢
献」は、年齢の若い人の回答比率が高い。

• 「歴史や文化のまちづくり」は男性、「アートを活用したまちづくり」は女性の回答比率が高い。

• 「地域のにぎわいづくり」「アートを活用したまちづくり」は子どもがいる人の回答比率が高い。

• 「地域のにぎわいづくり」は、博物館・美術館・文化芸術に対する関心や利用頻度の低い人、文化芸
術について普段から行っていることがない人の回答比率が高い。

「生田緑地ばら苑
隣接区域」におけ
る「新たなミュージ
アム」に期待する
こと

生田緑地内の施設連携や回遊性向上（28.4％）や利用における快適性、利便
性※についての回答比率が高い。 ※「駅からのアクセス性の向上」（25.7％）「カフェやレストラン

等の併設」（22.1％）「居心地のよい空間の充実」（21.6％）

年齢・子どもの有無、居住区により回答比率に違いがある。

• 「生田緑地内の施設の連携や回遊性の向上」は年齢が高くなるほど高く、「駅からのアクセス性の向
上」は高年齢層と30歳代が高い。「カフェやレストラン等の併設」は年齢による違いが見られない。

• 「かわさきの歴史を学ぶ展示」や「収蔵品の展示や鑑賞機会の提供」は高年齢層の回答比率が高く、
「体験・対話型の展示」「創作・体験機会の充実」は若い世代が高い。

• 小学生以下の子どもがいる人は「子どもと過ごせる施設」の回答比率が高い

• 生田緑地のある多摩区、宮前区や近接する麻生区で「施設連携・回遊性向上」が高い。

• 利便性、快適性に関する選択肢は、博物館・美術館・文化芸術に対する関心の有無に関わらず回
答比率が高く、特に博物館・美術館の利用頻度の高い層で高い。

• 「かわさきの歴史」や「収蔵品の積極的な展示と鑑賞機会」「調査研究の充実」は、普段から文化芸
術について活動していることがある人の回答比率が高い。

（WEBアンケートとオープンハウス型説明会におけるシール投票の比較）

シール投票は、 「子どもと過ごせる施設」の回答比率が最も高く、次いで「カフェやレスト
ランの充実」「駅からのアクセス性の向上」。「体験・対話しながら鑑賞できる仕掛けづく
り」「創作・体験機会の充実」も高い。

属性別傾向

 若年層は交流・体験・次世代育成、高齢者は歴史・文化の継承・学習・活用重視

• 若年層（１０歳代、２０歳代）は交流や体験、次世代人材の育成や地域の未来に向けた取組を
重視し、歴史・文化の継承や学習に対する評価が比較的低い。一方、高齢者（６０歳代、７０歳
代以上）は歴史・文化の継承・学習・活用を重視。

• ３０歳代は小さな子どもを対象としたプログラムや取組を重視する傾向に特徴

 子どものいる人は、子どもや次世代のための機能、子どもと利用できることを重視

• 子どものいる人は、教育普及や人材育成を重視。子育て世代の交流や制作体験、子どもと利用でき
るプログラムや施設にニーズがある。歴史・文化の継承に関する評価が低い。

 関心・行動層※は、これまでの博物館・美術館が果たしてきた役割の充実を重視

• 関心・行動層※は、コレクションを通じた対話や学びの共有、歴史・文化を活かしたまちづくりなど、これ
までの博物館・美術館が果たしてきた、博物館・美術館ならではの役割の充実に対する期待が高い。

※ 博物館・美術館や文化芸術に関心がある人（どちらかと言えばあるを含む）、博物館・美術館を数か月に
１回以上利用する人、博物館・美術館・文化芸術全般に関して普段から行っている活動がある人

⑤ 回答者属性
• 年齢：10歳代～70歳代以上
• 性別：男性が57.2％とやや多い
• 居住区（地）：川崎市内７区98.3％、市外1.7％
• 子どもの有無：「子どもはいない」人は、「大学生以下の子どもはいない」を

含め74.4％
• 博物館・美術館・文化芸術に対して興味・関心がある57.3％
• 博物館・美術館を数か月に１回以上利用する26.4％
• 文化芸術に関係する活動を普段から行っていることが「ある」13.6％、「ない」86.4％

年齢別 性別 居住区域別



設問項目一覧

① WEBアンケート

② オープンハウス型説明会におけるシール投票
※市内で実施されたイベントでのオープンハウス型説明会にて、

アンケートの問１７と同じ内容のシール投票（１人最大３票）
を行った。


